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令和４年第１回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和４年１月２６日、大川市役所大会議室において、令和４年第１回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時００分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

 委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          永島 潤一 

学校教育課主任教育指導主事   池上 和久 

生涯学習課長          井口 秀成 

学校教育課長補佐        山口  馨 

学校教育課学務係長       大塚 智美 

生涯学習課長補佐        岡 美詠子 

生涯学習課社会体育係長     米永 英人 

記録者・学校教育課総務係    原島 正敏 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について 

（２） 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

（３） ふれあいの家の再開について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１） 市長の年頭挨拶について 

   今年最初の幹部会での市長の年頭挨拶で、今年は「スピードアンドスマイル」を心がけて仕

事をしてほしいという話があった。教育委員会や教育現場においても、スピード感を持って、

笑顔で活動を行っていきたい。 

（２） 管内教育長会議について 

   柳川市の小学校講師の盗撮による逮捕を受け、教職員１人１人の心に響くような不祥事防
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止対策を行ってほしいという話があった。新型コロナウイルスに関する話もあり、昨年度は

一斉休校措置などが取られていたが、今は切れ目のない教育活動が行われていることに感謝

を述べられていた。本市においても１人１台端末の整備が完了し、教師の指導力も向上して

きている。本年度は更に授業の中で有効活用ができるように取り組んでまいりたい。 

（３） 本市における新型コロナウイルス感染状況について 

   １月中の新規感染者について、昨日時点でちょうど１００人であった。感染者の内訳とし

ては、２０代が圧倒的に多く、児童生徒の年代についても感染者が確認されている。学校現場

においては、中学生が１人、小学生が３人の陽性が判明している。今後も感染状況を注視しな

がら教育活動を行ってまいりたい。 

 

８．議事の大要 

報告事項 （１） 会計年度任用職員等の任用について 

委 員 

 

 

事務局 

 県費負担教職員と市費負担教職員のどちらにも載っている方がいるが、これは

どういった理由からか。 

 

 県費での任用は休業期間については行われないが、三又小学校の引越に際して、

休業期間中にも任用が必要な状況であったため、市費での任用を行ったもの。 

報告事項 （２） 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 今回、実施時期を従前の４月から６月に変更をしたということだが、それはど

ういった意図で行われたのか。 

 

 この調査は６月末までに行うこととされており、本市においては、今まで４月

に実施していた。中体連前などの時期が生徒の体力が向上していることなどを踏

まえて、今回は６月に実施をした。コロナ禍で体力が落ちているかと心配してい

たが、予想よりも良い結果が出ている。 

 

 目標感を持たせて取り組んだというのは、教師に対してか、子どもたちに対し

てか。 

 

 子どもたちに対して全国平均値や目標値などを示し、動機づけをしてから調査

に取り組んだ。 

報告事項 （３） ふれあいの家の再開について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 再開することについてはとても喜ばしいこと。再開に至った経緯について教え

てほしい。 

 

 市内外から来年度の利用ができないかという問い合わせがとても多く、子ども

たちの体験の場として残したいという想いもあり、再開に至った。費用面につい

てはなるべく削減をしつつ、施設をより有効活用していきたい。 

 

 指導員がいる施設という点でふれあいの家には強みがある。子どもたちの様々

な体験の場としてこれからも存続させていきたい。 
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委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 値上げ後の収支予定についてお聞きしたい。 

 

 値上げをして赤字がなくなるわけではないが、令和元年度、２年度の来館者数

を基に計算すると、約２００万円程度収入が増える見込みである。人員減や清掃

業務委託料の減などで費用面の削減も行い、収支の改善に努めたい。 

 

 県立の同様の施設はなくなってきているので、こういった施設を探している人

はたくさんいるのではないだろうか。また、市内の小中学生のふるさと学習の場

としても使用するほか、大川市内にはキャンプ場がないので、キャンプ利用がで

きるような場としても使えるようにしていくのも良いかと思う。 

 

 


